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1こ目的

近年こ赤血球製剤および新鮮凍結血梁製剤Uresh frozen plasmaこFFPIの使用

量は,平成11年6月に策定されたr血液製剤の使用指飢1,及びr輸血療括の

実施に関する指針J llにより適正使用がより-層推進され,減少傾向にあるo

しかしながら,血小板製剤の使用量につVlては,ここ数年,年間800万単位前

後を推移しているものの,今後,l増加することが予想される.

この背景としてl主に造血暑削重癌に対して行われてきた強力な化学療法が固

形腫蕩の治療にも拡大されている事が考えられるo さらに,造血幹細胞移植に

おいても-動員未梢血1僻帯血と移植細胞の多様化1また骨髄バンクや晴帯血

バンクの整備により非血縁者間移植を含めた移植件数が増加する事も考えられ

る. -方,献血者数は昭和60年 く約870万人フ 以降,順次減少し平成14年で

は約580万人まで減少したo この献血者数の減少は今後,血小板製剤の安定供

給に支障を生じさせる可能性があるo すなわち1治療による血小板製剤の使用

量が増加する反面,献血者数の減少による供給量の減少が予憩されるo この様

な需要と供給の不均衡1感漁症ー 過娯輸血など輸血に伴う合併症を予防するた

めにも適正使用を推進するこ.とが急務と考えられるo

血小板輸血に関しては輸血開始となる血小板値くトリガ-値Iが国際的に底

下する傾向にある31Slo -方,本邦では平成6年7月に旧厚生省が策定した r血

小板製剤の使用基準Jくr使用基準Jと略すl 61が輸血の基準となっており,欧

米諸国よりトリガ-イ直が高Vl傾向にある8 この様に r使用基準Jは策定後,約

10年が経過した現在の輸血医学および国際的な動向と合致しない面もあり,血

小板製剤の適正使用を推進するに当たり1今後, r使用基準Jを改訂する必要

があると考えられるo さらに,本邦では血小板製剤については前日までの予約

制であることなどの理由から輸血基準値より高いトリガ-値で輸血されている

懸念があるo

本調査では,各医師の血小板製剤に対する輸血基準や臨床現場における血小


